
〔研
究
所
報
告
〕

一
　

は
じ
め

に

「経
済
史
文
献
解
題
」
（以
下
、
文
献
解
題
と
略
す
）
の
刊
行
は
日

本
経
済
史
研
究
所
の
基
幹
的
事
業
と
し
て
そ
の
創
設
当
初

（
一
九
二

三
年
）
よ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
経
済
史

。
経
営
史
研
究
者

の
緊
密
な
協
力
体
制
の
も
と
継
続
さ
れ
て
き
た
。
幸
い
に
し
て
こ
の

間
、
文
献
解
題
は
多
く
の
研
究
者
の
利
用
に
供
さ
れ
、
高
い
評
価
を

受
け
て
き
た
。
た
だ

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
拡
が
り
に

み
ら
れ
る

一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
情
報
通
信
環
境

・
技
術
の
著
し
い

変
化

。
発
達
を
受
け
、
そ
れ
に
適
合
し
つ
つ
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が

伝
統
あ
る
文
献
解
題
を
利
用
で
き
る
方
法
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に

豊

田

太

郎

な
っ
た
。
か
く
し
て
二
〇
〇

一
年
よ
り
文
献
解
題
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
事
業
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本

経
済
史
研
究
所
が
創
立
七
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
二
〇
〇
三
年

に
、
文
部
科
学
省
の
オ
ー
プ
ン

・
リ
サ
ー
チ

・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

と
し
て
本
研
究
所
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

「国
際
的
な
経
済
史

。
経

営
史
研
究
の
文
献
解
題
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
世
界
発
信
」
が

採
択
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
開
発

段
階
に
入

っ
た
。

本
稿
は
、
こ
の
文
献
解
題
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
す
る
現
時
点
ま
で
の
進
捗
状
況
を
報
告

。
整
理
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
ま
さ
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

「国
際
版
」
開
発
に

経
済
史
文
献
解
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
国
際
版
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向
け
て
の
課
題

・
展
望
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
報
告
に
入
る
前
に
、
日

本
経
済
史
研
究
所
の
歴
史
と
ほ
ぼ
軌
を

一
に
し
て
発
展
し
て
き
た
と

い
っ
て
よ
い
文
献
解
題
の
歴
史
に
つ
い
て
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た

い
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
と
も
に
、
文
献
解
題
は

「単
な
る
情
報
の

集
積
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
今
後
の
利
用
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

検
索
を
通
じ
て
、
そ
こ
か
ら
断
片
的
な
必
要
情
報
を
抽
出
す
る
、
と

い
う
形
式
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
文
献
解
題
が
如
何
な

る
性
格

・
背
景
を
も
つ
も
の
か
な
ど
、
従
来
の
冊
子
体
に
比
べ
て
意

識
さ
れ
な
く
な
る
可
能
性
大
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
日
本
に
お

け
る
経
済
史
学
の
黎
明
期
か
ら
現
在
に
至
る
学
界
の
思
想
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
日
本
に
お
け
る
経
済
史
研
究
の
ほ
と
ん
ど
全

て
の
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
こ
う
し
た
文
献
解
題
の
存

在
意
義
の

「本
質
」
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
献
解
題
は
日
本
経
済
史
研
究
所
が

一
九

二
三
年
に
京
都
帝
国
大
学
農
学
部
の
隣
接
地
に
開
所
し
て
以
来
、
刊

行
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
淵
源
を
精
緻

に
み
れ
ば
、
研
究
所
創
設
時
の
代
表
理
事
で
あ

っ
た
本
庄
栄
治
郎
が

手
が
け
た

『日
本
経
済
史
文
献
』
（内
外
出
版
、　
一
九
二
四
年
）
な
い

し
は

『日
本
経
済
史
原
論
』
（同
、　
一
九
二
一
年
）
に
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
が
日
本
に
お
け
る

（欧
米
に
お
い

て
も
そ
う
で
あ
る
が
）
経
済
史
研
究
の
興
隆
期
で
あ

っ
た
こ
と
を
想

起
す
れ
ば
、
文
献
解
題
が
日
本
の
経
済
史
学
の
歴
史
を
活
写
し
て
き

た
点
、
な
ら
び
に
そ
の
網
羅
性
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ
う
し
て
文
献

解
題
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
以
後
も
継
続
さ
れ
た
が
、　
一
九
五
九
年
か

ら
現
在
あ
る
姿
の
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
編

『経
済
史

文
献
解
題
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
表
１
で
、

よ
り
細
か
い
情
報
を
加
え
た
文
献
解
題
の
歩
み
を
年
表
形
式
で
示
し

た
の
で
確
認
さ
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
に
七
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
点
が
文
献
解
題
の

最
大
の
特
徴
で
あ
る
が
、
各
分
野
の
文
献
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
現
時
点
だ
け
を
切
り
取

っ
て
み
れ
ば
、
そ

の
独
自
性
は
何
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
で
、
文
献
解
題
の

「国
際
版
」

へ
の
飛
躍
に
向
け
た
準
備
が
目
下
進
行
中
で
あ
る
が
、

現
行
の
文
献
解
題
に
お
い
て
も
そ
の
独
自
性
を
確
認
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
第

一
に
、
採
録
項
目
と
し
て
著
書

よ
調
文
と
も
に
解

題

・
目
次
情
報
を
含
む
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
目
次
情
報
が
欠
落
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
採
録
者
が
目
を
通
し
て
要
約
を
作
成
し
、
利

用
者
の
便
宜
を
図

っ
て
い
る
。
管
見
の
と
こ
ろ
、
日
本
国
内
で
経
済

史

。
経
営
史
関
係
の
文
献
を
網
羅
し
つ
つ
こ
こ
ま
で
詳
細
な
情
報
を
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表 | 「経済史文献解題」の歴史

1924(大正13)年

(昭和 2)年
(昭和 4)年

(昭和 8)年

(昭和17)年

(昭和28)年

(昭和30)年

(昭和32)年

(昭和34)年

(昭和35)年

(昭和40)年
(昭和44)年
(昭和52)年

(昭和61)年

(平成 7)年

本庄栄治郎『日本経済史文献』出版 (1921年 の『日本経済史原論』第
6章 参考論著を独立させる)

本庄栄治郎『日本経済史文献績』出版

経済史研究会創設 :同年 1月 より月刊誌『経済史研究』創干U。 同誌毎
号に文献解題掲載。

日本経済史研究所開所 :上記『経済史研究』を引き継ぎ、毎号に文献
解題を掲載するとともに、それらの 1年分をまとめた『経済史年鑑』
を出版する。

『日本経済史新文献』 (第二文献)出版

『日本経済史第二文献』 (本庄編)出版
『経済史年鑑』 (経済史研究会編)復刊

『経済史文献』 (経済史研究会編)に 改称

『日本経済史第四文献』 (本庄編)出版

『経済史文献解題』 (大阪経済大学日本経済史研究所編)に 改称。以後

毎年発行、現在に至る。

『日本経済史第五文献』 (本研究所発行)出版

『日本経済史第六文献』 (本研究所発行)出版

『日本経済史第七文献』 (本研究所発行)出版

『日本経済史第八文献』 (本研究所発行)出版

『日本経済史第九文献』 (本研究所発行)出版

(出典)日本経済史研究所ホームページより転載。

提
供
す
る
文
献
目
録

ｏ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
存
在
し
な
い
。
第
二
に
、

文
献
解
題
は
独
自
の
細
か
い
分
野
別
に
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
研

究
動
向
を
特
定
の
分
野
別
に
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
と
も
に
整
備
さ
れ
る
検
索
機

能
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
様
々

な
事
項
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
特
定
の
期
間
に
限
定
し
て
検
索
す
る
な

ど
、
研
究
状
況
を
よ
り
仔
細
に
み
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ

２つ
。

一
一　
経
済
史
文
献
解
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ｏ
シ
ろ
ア
ム

（―
）

シ
ス
テ
ム
の
概
要

経
済
史
文
献
解
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム

（以
下
、
解
題
シ

ス
テ
ム
、
ま
た
は
シ
ろ
ア
ム
と
略
す
）
の
開
発
は
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー

チ

・
セ
ン
タ
ー
の
研
究
計
画
に
基
づ
き
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
実
際
の
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
は
輸

シ
ナ
ジ
ー

・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ト
が
担
当
し
、
研
究
所

・
紀
伊
國
屋
書
店
を
交
え
た
開
発
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
問
題
点
の
洗
い
出
し

。
相
互
の
意
思
疎
通
を

図

っ
た
。
二
〇
〇
三
年
度
末
に
は
解
題
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
採
録
お
よ
び
校

正
作
業
が
可
能
な
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
度
に
は
、
プ
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ロ
ト
タ
イ
プ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
採
録
原
稿
の
編
集
業
務
な
ら
び
に

採
録
作
業
の
全
体
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「本
番
シ
ス
テ
ム
」
が
完

成
し
、
実
際
の
運
用

（一一〇
〇
四
年
版
の
採
録
作
業
）
を
開
始
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
続
い
て
翌
年
十
二
月
に
は
二
〇
〇
四
年
版
解
題
デ
ー

タ
な
ら
び
に
、
二
〇
〇
〇
年
版
か
ら
二
〇
〇
三
年
版
の
遡
及
デ
ー
タ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

一
般
向
け
公
開
を
開
始
す
る
に
至

っ
た

（〓
けけｏ
¨ヽ
どヽく
とく‘く
Ｏ
∽”
Ｆ
”
，“
ｏ
・”
ｏ
」
り
、●
Ｆ̈
Ｆ
ｏ
一∽】ヽ
声
ｏ
●
∽“
澪
Ｃ
ヽ
″
①
●
∽”
ド
●
い
・

〓
日
）。

現
在
運
用
し
て
い
る

「本
番
シ
ス
テ
ム
」
の
全
体
像
を
示
せ
ば
図

１
の
よ
う
に
な
る
が
、
以
下
で
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
各
種
デ
ー
タ

に
つ
い
て
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

①
原
稿
デ
ー
タ

原
稿
デ
ー
タ
は
、
原
稿
Ｘ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
と
原
稿
管
理
情
報

（Ｒ

Ｄ
Ｂ
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

。
原
稿
Ｘ
Ｍ
Ｌ

原
稿
Ｘ
Ｍ
Ｌ
は
採
録
原
稿
内
容

（著
書

よ
調
文
）
の
入
力
項
目

に
基
づ

い
て
文
書
構
造
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
作
業
者
が
登

録

・
編
集
を
行
う
原
稿
は
、
全
て
原
稿
Ｘ
Ｍ
Ｌ
と
し
て
サ
ー
バ

に
保
存
さ
れ
る
。

。
原
稿
管
理
情
報

（Ｒ
Ｄ
Ｂ
）

原
稿
管
理
情
報
は
、
解
題
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
原
稿
管
理
の
基

盤
と
な
る
情
報

（原
稿
Ｉ
Ｄ
、
採
録
年
版
、
作
業
工
程
、
原
稿
Ｘ

Ｍ
Ｌ
へ
の
フ
ァ
イ
ル
パ
る

が
登
録
さ
れ
る
。
原
稿
Ｉ
Ｄ
と
は

シ
ス
テ
ム
内
に
お
い
て

一
意
の
Ｉ
Ｄ
が
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
の

Ｉ
Ｄ
を
基
に
原
稿
が
特
定
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
作
業
工
程

と
は
、
現
在
原
稿
が
ど
の
工
程

（採
録
／
校
正
／
編
集
等
）
で

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
示
し
、
結
果
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
作
業
工
程
以
外
の
工
程
に
お
い
て
は
、
原
稿
が
操
作
で
き

な
く
な
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
側
で
の
制
御
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

他
と
し
て
、
原
稿
を
ど
の
採
録
者
や
校
正
者
が
作
業
を
し
た
か

（し
て
い
る
か
）
と
い
う
情
報
も
持
ち
、
そ
れ
に
よ
り
該
当
す

る
工
程
内
に
お
い
て
は
、
他
の
作
業
者
が
同

一
の
原
稿
を
操
作

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
排
他
制
御
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
表
示
／
検
索
に
利
用
さ
れ

る
、
原
稿
の
メ
タ
情
報

（タ
イ
ト
ル
／
目
次
／
採
録
内
容
等
）
も

登
録
さ
れ
る
。

②
採
録
情
報

採
録
情
報
と
は
、
各
年
版
に
お
い
て

「誰
が
」
「ど
の
論
文

（雑

誌
）
を
」
採
録
対
象
と
す
る
か
を
決
定
す
る
情
報
で
あ
る
。
採
録
情

報
は
、
採
録
者
が
作
業
を
行
う
前
に
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
も
し
く
は
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図 1 データベース・ システムの全体像

(システム管理者 ) (採録業務従事者 )

(出典)「2004年度システム改訂仕様案 :第 3版」紀伊國屋書店、2004年、10ページ。

白 曲

(採 録作業)(採 録管理 ) (校正作業)   (最 終校正) (編 集作業 )
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採
録
管
理
者
が
設
定
を
行
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
採
録
者
は
シ
ス

テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で
、
予
め
指
定
さ
れ
た
論
文

（雑
誌
）

を
採
録
す
れ
ば
よ
い
仕
組
み
と
な
る
。
（メ
ー
ル
等
で
採
録
者
に
指
示

を
出
す
手
間
も
無
く
な
り
、
作
業
管
理
も
行
え
る
よ
う
に
な
る
）
本

シ

ス
テ
ム
で
は
、
複
数
の
大
学
が
採
録
を
担
当
す
る
こ
と
に
鑑
み
、

「誰
が
」
「
ど
の
論
文

（雑
誌
）
を
」
と
い
う
採
録
者
単
位
の
採
録

情
報
に
加
え
、
「
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
」
「ど
の
論
文

（雑
誌
）
を
」
と

い
う
グ
ル
ー
プ
単
位
の
採
録
情
報
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

③
権
限
情
報

権
限
情
報
は
、
各
作
業
者
が
持
つ
ユ
ー
ザ
権
限
情
報

（Ｒ
Ｄ
Ｂ
）

と
、
各
年
版
に
お
け
る
年
版
作
業
権
限
情
報

（Ｒ
Ｄ
Ｂ
）
か
ら
構
成

さ
れ
る
。

・
ユ
ー
ザ
権
限
情
報

採
録
作
業
に
携
わ
る
作
業
者
が
、
ど
の
工
程
の
作
業

（採
録
作

業
／
校
工
作
業
／
編
集
作
業
等
）
を
行
う
か
を
決
定
す
る
情
報
。

シ
ス
テ
ム
で
は
、
作
業
者
が
有
す
る
権
限
以
外
の
作
業
は
行
え

な
い

（触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
よ
う
実
装
さ
れ
て
い
る
。

・
年
版
作
業
権
限
情
報

一
つ
の
年
版
に
お
い
て
、
各
工
程
の
作
業
権
限

（更
新
／
参
照
）

を
決
定
す
る
情
報
。
こ
の
ほ
か
、
各
年
版
単
位
で
の
公
開
権
限

（利
用
可
／
非
公
開
）
も
併
せ
持

つ
。
但
し
、
原
稿
の
更
新
が

行
え
る
の
は
採
録
年
版
の
み
と
な
る
。

④
セ
ツ
シ
ョ
ン
情
報

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
作
業
者
が
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
際
に

生
成
さ
れ
、
作
業
者

一
人

一
人
の
操
作
を
シ
ス
テ
ム
が
判
別
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
。　
一
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は

一
つ
の
ユ
ー

ザ
権
限
が
割
り
当
て
ら
れ
る
た
め
、
同

一
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
に
お
い
て

は
、
他
の
作
業
者
に
な
り
す
ま
し
て
作
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
存
在
し
な
い

（
ロ
グ
イ
ン
に
成
功
し

な
い
）
場
合
は
、
本
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
何
ら
操
作
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
さ
ら
に
作
業
者
の
不
正
な
多
重

ロ
グ
イ
ン

（
一
つ
の

ユ
ー
ザ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
複
数
人
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
）
は
、
行
え
な

い
よ
う
実
装
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
権
限
に
お
い
て
は
、
現
在
有
効
で
あ
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
を
参
照
し
、　
ロ
グ
イ
ン
中
の
作
業
者
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
予
め
有
効
期
限
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
作
業
者
よ
り

一
定
期
間
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
が
無

い
場
合
は
、
自
動
的
に
破
棄
さ
れ
る

（
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
ら
れ
る
）。

⑤
マ
ス
タ
群

そ
の
他
採
録
に
必
要
な
下
記
の
情
報
が
Ｒ
Ｄ
Ｂ
で
マ
ス
タ
管
理
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さ
れ
て
い
る
。

・
雑
誌
情
報
マ
ス
タ

ｏ
目
次
マ
ス
タ

。
言
語
マ
ス
タ

。
年
版
情
報
マ
ス
タ

ま
た
、
作
業
者
や
作
業
者
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
等
も
Ｒ
Ｄ
Ｂ

で
マ
ス
タ
管
理
さ
れ
て
い
る
。

・
ユ
ー
ザ
情
報
マ
ス
タ

。
グ
ル
ー
プ
情
報

マ
ス
タ

次
に
、
解
題
シ
ス
テ
ム
の
実
際
の
作
業
工
程
を
具
体
的
に
順
を

追

っ
て
示
せ
ば
こ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

各
大
学
か
ら
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
原
稿
採
録
作
業
を
行
う
。

図
２
は
そ
の
際
の
原
稿
採
録
画
面

傘
調
文
）
で
あ
る
。
な
お
、
採
録

雑
誌
な
ど
の
マ
ス
タ
情
報
群
は
あ
ら
か
じ
め
採
録
管
理

ｏ
シ
ス
テ
ム

管
理
機
能
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
。
原
稿
デ
ー
タ
は
Ｘ
Ｍ
Ｌ
の
フ
ァ

イ
ル
形
式
で
サ
ー
バ
に
蓄
積
さ
れ
る
。
次
に
、
研
究
所
は
収
集
原
稿

の
校
正
作
業

（原
稿
の
重
複
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
て
る
最
終
校
正
を
含
む
）

を
行
い
、
そ
の
後
、
採
録
原
稿
の
最
終
的
な
採
否
、
各
採
録
原
稿
が

属
す
る
分
類
の
再
確
認
、
出
版
用
デ
ー
タ
出
力
の
た
め
の
原
稿
の
並

べ
替
え
を
内
容
と
す
る
編
集
作
業
を
行
う
。
当
作
業
が
終
了
し
た
時

点
で
、
冊
子
体
出
版
の
た
め
の
デ
ー
タ
出
力

（出
版
社
向
け
）
が
可

能
と
な
り
、
さ
ら
に
編
集
済
み
の
原
稿
か
ら
逐
次
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索

（
一
般
向
け
公
開
）
が
可
能
と
な
る
。
検
索
画
面
を
図
３
に
示

す
。
文
献
検
索
機
能
は
、
全
文
検
索
が
可
能
な
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

２
”
ヨ
”
ざ

り
ｏ・Ｈ∞
，じ

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

（２
）

シ
ス
テ
ム
の
特
徴

こ
こ
で
は
解
題
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
何
点
か
採
り
上
げ
て
み
た

い
。
総
じ
て
、
従
来
の
冊
子
体
の
文
献
解
題
と
比
較
し
て
採
録
／
校

正
／
編
集
作
業
の
大
幅
な
効
率
化
が
実
現
し
た
点
、
同
時
に
全
体
的

な
作
業
管
理
も
可
能
に
な

っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
採
録
作
業
が
可
能

以
前
は
原
稿
作
成
を
手
書
き
で
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
内
で
纏
め
て

郵
送
等
で
渡
し
て
い
た
が
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
に
よ
リ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を

利
用
し
て
い
つ
で
も
採
録
作
業
が
行
え
、
更
に
原
稿
を
直
接
渡
す
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
採
録
原
稿
は
既
に
電
子
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
後
の
校
正
作
業
や
編
集
作
業
、
印
刷
会
社

へ
の
デ
ー

タ
受
け
渡
し
が
、
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
今
昔
文
字
鏡
の
利
用
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採
録
作
業
を
電
子
化
す
る
上
で
重
要
と
な
る
問
題
の

一
つ
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
入
力
で
き
な
い
文
字
の
取
り
扱
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。

あ
る
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
外
字
フ
ォ
ン
ト
を
配

布
す
る
等
で
解
決
可
能
で
あ
る
が
、
蓄
積
さ
れ
た
原
稿
は
後
に

一
般

公
開
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
様
な
方
法
は
採
用
で
き
な

い
。
よ
っ
て
上
記
問
題
の
解
決
策
と
し
て
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
可
能
な
今
昔
文
字
鏡
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た

（文
字
鏡

フ
ォ
ン
ト
サ
ー
バ
↓

，
一ご
¨ヽ
ヨ
冒
１
・日
０一壽
る
・８
日
、

ま
いｏ
おヽ
ヽ
）。
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
作
業
者
が
原
稿
採
録
時
に

「文
字

鏡
番
号
」
と

「代
替
文
字
」
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
文
字
鏡
文
字
を

利
用
で
き
る
よ
う
実
装
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
Ｘ
Ｍ
Ｌ
で
は
、
採
録
者

が
入
力
し
た
文
字
鏡
文
字
に
対
し
て
タ
グ
構
造
で
保
持
し
て
い
る
た

め
、　
一
般
公
開

（Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
化
）
す
る
場
合
に
お
い
て
も
柔
軟
に
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
予
め
代
替
文
字
を
登
録
し
て

あ
る
た
め
、
通
常
の
テ
キ
ス
ト
検
索
が
可
能
と
な
る
。

③
採
録
原
稿
の
Ｘ
Ｍ
Ｌ
化

原
稿
の
保
存
に
Ｘ
Ｍ
Ｌ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
作
業
成
果
物
を
柔

軟
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
へ
の
ス
タ

イ
ル
変
換
）。
ま
た
②
で
も
採
り
上
げ
た
が
、
文
字
鏡
文
字
の
利
用

な
ど
に
も
標
準
的
な
書
式

（要
は
タ
グ
構
造
を
利
用
し
て
）
で
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に
他
の
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ

連
携
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
で
あ

る
た
め
柔
軟
に
対
応
が
可
能
と
な
る
。

④
工
程
管
理

採
録
原
稿
は
、
大
き
く
分
け
て

「採
録
」
「校
正
」
「編
集
」
と

い
っ
た
工
程
作
業
を
経
て
作
成
さ
れ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
各
原

稿
に
対
し
て
工
程
情
報
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
工
程
作
業

を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
各
工
程
間
に
お
け
る
原
稿

の
ア
ク
セ
ス
制
御

（採
録
完
了
し
た
原
稿
は
採
録
者
が
編
集
で
き
な
い

な
ど
）
を
実
現
し
て
い
る
。
工
程
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
各
作
業
者

の
役
割
分
担
が
明
確
化
し
、
自
分
が
属
す
る
工
程
で
の
作
業
に
専
念

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
管
理
者
は
、
各
工
程
の
原
稿

数
を
把
握
で
き
る
た
め
、
作
業
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

⑤
採
録
原
稿
へ
の
排
他
制
御

複
数
人
の
作
業
者
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
操
作
し
て
い
く
上
で
、

デ
ー
タ

（こ
の
場
合
原
稿
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
管
理
は
必
須
と
な
る
。

一
つ
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
複
数
人
で
更
新
が
可
能
で
あ
る
場
合
、
上

書
き
な
ど
に
よ
る
不
整
合
や
同
時
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
紛
失
等
の
問
題

が
発
生
す
る
。
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
採
録
／
校
正
の
工
程
に
お
い
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て
、
原
稿
を
編
集
し
て
い
る
作
業
者
以
外
は
原
則
と
し
て
編
集
不
可

と
す
る
排
他
制
御
を
行

っ
て
い
る
。

⑥
各
シ
ス
テ
ム
管
理
機
能
に
よ
る
管
理
作
業
の
効
率
化

「担
当
雑
誌
登
録
」
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
「誰
が

（ど
の
グ

ル
ー
プ
が
ご

「
ど
の
雑
誌
を
」
採
録
す
る
か
を
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る

（作
業
指
示
の
効
率
化
）。

「採
録
完
了
状
況
」
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
各
グ
ル
ー
プ
や

ユ
ー

ザ
の
作
業
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「作
業
進
捗

（原
稿
数
ご

を
確
認
す

る
こ
と
で
、
採
録

・
校

正

・
編
集
作
業
全
体
の
進
捗
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

（採
録
管

理
作
業
の
効
率
化
）。

（３
）

遡
及
デ
ー
タ
の
入
力
／
公
開

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
文
献
解
題
の
大
き
な
特
徴
は
七
〇
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
る
情
報
の
蓄
積
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
際
に
は
こ
の
豊
富
な
情
報
を
遡
及
し
て
シ
ス
テ
ム
に

取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
な
要
件
と
な
る
。
研
究
所
は
、
二

〇
〇
四
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
教
育
学
術

コ
ン
テ
ン
ツ
補
助
金
を

得
て
、
過
去
の
文
献
解
題
情
報
の
遡
及
入
力
を
開
始
し
た
。
ま
た
同

時
に
、
遡
及
入
カ
デ
ー
タ
を
管
理

・
編
集
し
て
新
た
な
検
索
用
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
を
生
成
す
る

「
公
開
管
理
機
能

（図
４
ご

を
開
発
し
遡

及
デ
ー
タ
の
円
滑
な
公
開
を
実
現
し
て
い
る
。
現
時
点

（二
〇
〇
六

年

一
月
）
で
は
先
述
し
た
通
り
、
二
〇
〇
〇
年
版
か
ら
二
〇
〇
三
年

版
ま
で
の
四
年
分
の
み
が
遡
及
済
み
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
度
前

半
に
は

一
九
九
〇
年
版
か
ら

一
九
九
九
年
版
ま
で
の

一
〇
年
分
の
遡

及
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ

ｏ

セ
ン
タ
ー
採
択
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
終
了
す
る
二
〇
〇
七
年
度
末
ま
で

に
は
、　
一
九
五
五
年
刊
の

『経
済
史
年
鑑
』
（昭
和
二
六
～
二
八
年
の

文
献
解
題
）
ま
で
遡
及
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

遡
及
デ
ー
タ
の
入
力
／
公
開
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
作
業
の
流
れ

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
入
力

仕
様
に
基
づ
い
て
パ
ン
チ
業
者
が
指
定
さ
れ
た
冊
子
体
の
情
報
を
入

力
し
、
遡
及
入
力
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
。
次
に
、
研
究
所

の
シ
ス
テ
ム
管
理
者
は
ウ
ェ
ブ
フ
オ
ル
ダ
上

（ヨ
３

∪
＞
５

に
登

録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
対
し
、
ゴ
ぎ
８
■
∽
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ

ル
ダ
を
利
用
し
て
ア
ク
セ
ス
し
フ
ァ
イ
ル
を
取
得
す
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ

フ
ァ
イ
ル
は
Ｕ
Ｔ
Ｆ
１
８
に
対
応
し
た
テ
キ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
も
し
く

は
Ｕ
Ｔ
Ｆ
１
８
に
対
応
し
た
表
計
算
ソ
フ
ト

０
お
２

８
ｏＰ

ｏ
Ｒ
●

０
３
８

な
ど
）
に
て
編
集
を
行

い
、
再
度
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ル
ダ

を
用
い
て
フ
ァ
イ
ル
を
更
新
す
る
。
最
後
に
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
に
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て
指
定
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
対
し
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｄ
／
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
て

管
理
画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
、
解
題
原
稿
公
開
用
の
全
文
検
索
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
を
作
成
す
る
。

〓
一　
経
済
史
文
献
解
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・シ
不
ア
ム
国
際
版

次
に
、
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
経
済
史
文
献
解
題
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
。
シ
ス
テ
ム
国
際
版

（以
下
、
国
際
版
と
略
す
）
の
開
発
構

想

。
現
状
を
以
下
で
概
観
し
て
お
き
た
い
。

国
際
版
開
発
の
課
題
の

一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
図
書
購
読
者
の
み
に

利
用
が
限
定
さ
れ
て
き
た
文
献
解
題
の
情
報
を
広
く
海
外
に
向
け
て

発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
語
で
の
文
献
情
報
の

発
信
に
加
え
て
英
語
を
中
心
と
し
た
外
国
語
に
よ
る
発
信
が
不
可
欠

と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
解
題
シ
ス
テ
ム
で
は
、
シ
ス
テ
ム
を
通
し

て
の
採
録
が
始
ま
っ
た
二
〇
〇
四
年
版
か
ら
、
書
名

釜
調
題
Ｙ

編

著
者

（筆
者
Ｙ

発
行
所

。
誌
名
の
欧
文
入
力
を
開
始
し
た
。
図
２

の
採
録
画
面
を
参
照
さ
れ
た
い
。
も
っ
と
も
、
全
て
の
採
録
対
象
に

欧
文
表
記
が
併
記
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は
な

く
、
特
に
著
書
に
関
し
て
は
欠
如
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

こ
の
点
、
著
者
の
同
意
な
し
に
論
題
等
を
欧
文
に
翻
訳
す
る
の
は
間

題
が
あ
る
た
め
、
現
段
階
で
は
欧
文
表
記
の
あ
る
著
書

・
論
文
に
限

り
入
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
の
課
題
は
、
海
外
五
カ
国

（韓
国
。
中
国

・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
ド
イ
ツ
）
に
お
け
る
欧
文
の
経
済
史

。
経
営
史
文
献
情
報
を

収
集
し
て
、
そ
れ
を
解
題
シ
ス
テ
ム
に
入
力

・
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
国
間
で
文
献
情
報
を
共
有
し
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
研
究
の

深
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
延
い
て
は
研
究
者
間
の
国

際
的
交
流
に
繋
が
り
、
全
体
と
し
て
の
研
究
水
準
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
。
こ
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め
、
研
究
所
内
に

「国
際
経
済

史

。
経
営
史
研
究
文
献
セ
ン
タ
ー
」、
海
外
に

「研
究
文
献
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
各
国
文
献
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め

る
。
「研
究
文
献
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
候
補
と
し
て
は
、
研
究
所
と
交

流

の
あ
る
イ
ギ
リ
ス

・
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
日
本
研
究

セ
ン

タ
ー
、
ド
イ
ツ

ｏ
ポ
ツ
ダ
ム
大
学
歴
史
研
究
所
、
ア
メ
リ
カ

・
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
、
中
国
社
会
科
学
院
世
界
歴
史
研
究
所
、

韓
国

・
成
均
舘
大
学
東
亜
研
究
所
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

続
い
て
国
際
版
開
発
の
現
状
を
報
告
す
る
。
先
に
述
べ
た
第

一
の

課
題
に
関
し
て
は
国
内
向
け
解
題
シ
ス
テ
ム
と
同
時
並
行
的
に
順
調

に
開
発
が
進
み
、
二
〇
〇
四
年
版
の
欧
文
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
完
成

し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
現
在
、
海
外

へ
の
発
信
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
欧
文
の
入
力
を
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過
去
の
文
献
解
題
に
ま
で
遡
及
し
て
行
う
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
実
行
す
る
と
す
れ
ば
、
膨
大
な
手
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
外

部
資
金
の
導
入
が
不
可
欠
に
な
ろ
う
。
第
二
の
課
題
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
。
第

一
に
、
こ
れ
ま
で
研
究
所
は

「研
究

文
献
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
設
置
準
備
の
た
め
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
成

均
舘
大
学
東
亜
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
中
国
社
会
科
学
院
世

界
歴
史
研
究
所
を
訪
問
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
正
式
な
研
究
協
力

関
係
を
樹
立
で
き
る
見
通
し
は
立

っ
て
い
な
い
。
場
合
に
よ

っ
て
は

こ
れ
ら
に
代
わ
る
ほ
か
の
研
究
機
関

。
研
究
者
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
第
二
に
現
在
進
ん
で
い
な
い
欧
米
の
文
献
情
報
を

い
か
に
効
率
的
に
収
集
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
述
の
研
究

機
関
の
協
力
を
求
め
つ
つ
も
可
能
な
限
り
日
本
国
内
で
文
献
収
集

・

採
録
に
あ
た
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
海
外
か

ら
文
献
情
報
を
入
力
す
る
た
め
に
は
現
行
の
解
題
シ
ス
テ
ム

（国
内

版
）
を
海
外
入
力

・
公
開
仕
様

（国
際
版
）
に
改
造
す
る
必
要
が
生

じ
る
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
検
索
機
能
で
あ
る
が
、

各
国
ご
と
の
文
献
情
報
を
表
示
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
改
良
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
長
く
使
用
さ
れ
て
き
た
文
献
解
題
の
分
類

を
、
国
際
版
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
も
大
き
な
検
討
課
題
で

あ
る
。

四
　
お
わ
り

に

以
上
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
解
題
シ
ス
テ
ム
の
開
発
状

況
を
素
描
し
て
き
た
。
最
後
に
、
確
認
す
べ
き
諸
点
を
要
約
し
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。
第

一
に
、
文
献
解
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
も
つ

意
義
で
あ
る
。
ま
ず
、
遡
及
入
力
が
完
了
す
れ
ば
、
当
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
日
本
に
お
け
る
経
済
史
研
究
の
ほ
ぼ
全
て
を
網
羅
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
情
報
が
従
来
の
図
書
購
読
者
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く
誰
に
で
も
利
用
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
、
文
献
解
題
独
自
の
分
類
に
し
た
が

っ
て
特
定
の
分
野
の
研
究
動

向
も
よ
り
効
率
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
に
、
現
時
点

で
の
開
発
状
況
で
あ
る
。
採
録
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
は
ほ
ぼ
開
発
を

終
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
検
索

。
公
開
も
実
現
し
た
。
こ
の

点
で
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
冊
子
体
に
代
替
し
う
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

ｏ
シ
ス
テ
ム
は
完
成
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
今
後
の
課
題
は
、
遡

及
入
力
を
滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
と
、
検
索
機
能
の
充
実
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
国
際
版
に
つ
い
て
で
あ

る
。
日
本
の
研
究
を
海
外
に
発
信
し
て
い
く
計
画
は
、
解
題
シ
ス
テ

ム
の
開
発
と
と
も
に
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。　
一
方
で
海
外

五
カ
国
の
研
究
機
関
と
の
提
携

。
そ
れ
を
通
じ
た
文
献
情
報
収
集

・
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デ
ー
タ
ベ
．―
ス
化
に
関
し
て
は
、
当

‐初
の
計
画
案
を
練
り
直
し
、
今

後
実
行
可
能
な
具
体
的
方
策
を
シ
ス
テ
ム
開
発
の
内
容
と
と
も
に
検

討
し
て
い
く
・必
要
が
あ
る
。

〔付
一記
〕
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
輸
ジ
ナ
ジ
ー

，
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト

の
滑
川
貴
康
氏
に
御
協
力
頂
い
た
。記
し
て
一感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（と
よ
た
　
た
ろ
う
ｏ
大
一限
経
済
大
学
非
常
勤
講
師
ヽ

日
本
経
済
史
研
究
所
ボ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
）
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